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１．はじめに 

和歌山ジャンクション A ランプ橋は，和歌山県岩出市雄ノ山国有林地内から和歌山市湯屋谷に位置し，京

奈和自動車道と阪和自動車道を接続するランプ橋（上り線）で，橋長 416m，全幅員 7.65～9.60m の PRC6 径

間連続ラーメン波形鋼板ウェブ箱桁橋である．本橋の平面曲線は R=150m であり，波形鋼板ウェブ橋の高速

道路としては国内最急曲線となること，紀北西道路や阪和自動車道を横断することから桁高が制限されてい

ることなど厳しい施工条件下に置かれている． 

本稿では，工期回復への積極的な取り組みとして採用した現場作業の省力化，工程短縮を目的とした合理

化施工法の事例について報告する． 

２．橋梁概要 

 平面線形は，PA2-PA3の支間中央部付近からAA2にかけてR=150m，横断勾配9.000%を有している．橋梁一

般図を図-1，橋梁諸元を表-1，主桁断面図を図-2に示す． 

本橋のPA2橋脚及びPA3橋脚は，高さ93ｍ，78ｍの高橋脚であり，標準的な工法を前提とした工程ではクリ

ティカル工程となっていたが，関連工事遅延のためPA2橋脚の着手が約8.5ヶ月，PA3橋脚柱頭部の着手が約

11ヶ月遅延していた．更に，供用中のJR阪和線および同時期に施工する紀北西道路雄ノ山高架橋と交差して

おり，施工順序や施工方法の調整結果によっては工程に大きな影響が生じる状況にあった．本橋の完成は和

歌山ジャンクションの開通時期に影響するため，詳細設計当初から，PA2橋脚及びPA3橋脚にハーフプレキャ

スト部材を用いた施工法，上部工の張出し架設には特殊移動作業車を用いた急速施工法を用いることとした． 
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表-１ 橋梁諸元 

図-２ 断面図 
図-１ 橋梁一般図 
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３．概略工程と工程回復策 

３-１．プレキャスト部材採用による下部工の施工 

工場にて製作したハーフプレキャスト部材（以下，PCa 部材と記す）を用いて PA2 橋脚及び PA3 橋脚を構

築した．現場での配筋作業の削減を目的に，帯鉄筋・中間帯鉄筋を PCa 部材にあらかじめ内蔵した構造（図

-3）であり，主鉄筋の組立後にクレーンを用いて PCa 部材を建込み（図-4），内部にコンクリートを打設し

て橋脚断面を構築する（図-5）．現場における鉄筋型枠組み立て作業及び現場打ちコンクリートの省力化に

加え，工程短縮効果，工場生産による品質の向上，現場作業の減少による安全性の向上を図ることができる． 

1 施工サイクル（2 リフト 12.0m）に要する施工日数は，従来工法による実働 24 日に対し，本工法では実

働 14 日となり，従来工法に対し約 40％の工程短縮を実現している．また，工程短縮に加えて，現場におけ

る鉄筋・型枠組立作業を大幅に削減することで，約 35％の省人化を図ることができた．標準的なサイクル工

程比較を図-6 に示す． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３-２．張出し架設における急速施工方法の採用 

本橋は，当初コンクリートウェブ箱桁橋として設計したが，工程回復を目的に波形鋼板ウェブ箱桁橋とし

て再設計し，上部工の軽量化による下部工の縮小を図り，また，張出し架設において，先行架設した波形鋼

板上に移動作業車を直接設置することにより，ブロック長を4.8mの一定としてブロック数を少なくし，隣合

う3ブロックを同時に施工することで工程回復を図った．設計における想定の施工速度を表-2に示す． 

表-２ 設計時の想定施工速度 

 施工速度 
（ﾌﾞﾛｯｸ長/ｻｲｸﾙ日数） 

施工速度（日平均） 

標準ワ－ゲン（ｺﾝｸﾘｰﾄｳｪﾌﾞ） 3.6ｍ／11日 0.33ｍ／日 （1.00） 
大型ワ－ゲン（ｺﾝｸﾘｰﾄｳｪﾌﾞ） 4.8ｍ／12日 0.40ｍ／日 （1.21） 
急速施工（波形鋼板ｳｪﾌﾞ） 4.8ｍ／10日 0.48ｍ／日 （1.45） 

４．おわりに 

上部工の張出し架設は，設計通りのサイクルで施工することができ，下部工の PCa 部材の採用と合わせて

十分な工程回復の効果を得ることが出来た．合わせて，今後課題となる生産性向上への取り組みとしても，

現場作業の省力化を実現できた．一方で，施工日数減少によるコスト削減効果も認められるが，PCa 部材や

仮設備が高額となり，経済性の両立に課題が残されている．今後の標準化や規格の整備によるコスト減に期

待される． 
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図-３ PCa 部材 

図-５ 施工手順 

図-４ PCa 部材架設状況 図-６ 標準施工サイクル比較
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